
藷詣頑群議
発行所　福岡県遠賀郡遠賀町役場∴∴∴編∴集　金画調整係　　印　刷　冷牟田印刷合資会社

二位羊∴ ����l 薩 ��胃雪 子 
謝言∴∴∴∴ ����‾　掩 

○ �� �� �茸． 

1 �＼i’予瑠陸士 ＿へ通宝正常煎 � ��暖 ���】 ／完＼へ 臨 
㍗年中∵享 享ふヽ∴∴．∴高∴ ��、十＼ ：∴∴∴ 

∴∴一 食∴ �∴∴∴”∴∴千∴　十一 �∴、∴∴ 

／重要r �象∴ら「 

1、：言 、1へ ／／／郭 �∴∴∴∴∴．∴＿ ／・＼懸縄弱 �　ヽ：三 一　一を ∴∴．ヽ」∴∴ ��点 �� �翻 

、江∴－　齢 ���上 

ぐ〈ご雪†誓綴一囲喝騒 　　　　　∵ 
ノ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　主 ∴益、∴∴∴∴∴批点 

鴫たしの秋を”
見つけましたJ

10月節目から11月14日まで、役場前

駐車場で開かれた「菊花展示会」での

スナップです。

会場には、遠賀町菊友会のみなさん

が丹精こめて育てた菊の花300鉢余り

がところせきしと並べられ、訪れる人

たちの目を楽しませていました。

国民健康保険税（第3期）の納付は、11月30日（月）までに．′
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ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
め
ざ
す
あ
な
た
に
。

＝
日
中
㍉
案
J
J

北
九
州
職
業
訓
練

短
期
大
学
校

今
、
世
の
中
は
2
1
世
紀
に
向
け
て
、
高
度

情
報
社
会
へ
と
大
き
く
変
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
こ
の
急
速
な
技
術
革
新
に
対

応
で
き
る
高
度
な
知
識
と
実
践
能
力
を
隷
擬

し
た
実
践
綬
術
者
を
め
ざ
し
ま
せ
ん
か
。

●
募
集
人
員
種
子
機
械
科

運
輸
機
械
科

建

　

設

　

科

造
形
デ
ザ
イ
ン
科

砲

　

手

　

科

情
報
処
理
科

情
報
印
刷
科

い
ず
れ
の
科
も
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。

●
応
募
資
格
高
校
卒
業
（
6
3
年
3
月
見
込

を
含
む
）
ま
た
は
同
等
以
上
の

学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

●
願
辞
受
付
　
6
3
年
1
月
1
8
日
－
2
月
8
日

●
試
験
日
　
6
3
年
2
月
1
8
日

●
奨
学
金
　
育
成
資
金
制
度
あ
り

●
学
生
寮
　
楼
内
に
寮
あ
り

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

小
倉
南
区
志
井
一
六
六
五
⊥

同
校
学
生
課
ま
で

㊨
（
9
6
3
）
0
1
2
5

看
護
高
等
専
修
学
校

遠
賀
中
間
医
師
会
計
寵
高
等
専
修
学
校
で

は
、
健
緑
で
優
し
く
慈
欲
的
な
入
学
生
を
求

め
て
い
ま
す
。

●
募
集
人
員
　
4
5
人

●
入
学
資
格
墓
ま
た
は
高
卒
以
上
の
健

康
な
人

●
頭
部
受
付

＜一次試験＞

6
3
年
1
月
n
日
－
2
月
ュ
5
日

＾
二
次
試
験
＞

6
3
年
3
月
1
日
～
3
月
⊥
5
日

合
筏
者
は
原
則
と
し
て
庭
瀬
機
関
に
就
職

し
、
看
護
助
手
と
し
て
働
き
な
が
ら
通
学
し

ます。勤
労
学
生
と
し
て
豪
雪
育
児
に
煩
わ
さ

れ
な
い
意
欲
の
あ
る
人
も
、
進
ん
で
芯
募
し

て
く
だ
さ
い
。

奨
学
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
看
護
学
枝
ま
で

＄
（
2
0
1
）
3
4
6
3

川
内
職
業
訓
練

短
期
大
学
校

●
募
集
人
員
機
械
シ
ス
テ
ム
系
　
5
0
人

稲
子
情
報
シ
ス
テ
ム
桑
畑
大

建
殺
シ
ス
テ
ム
系
　
ュ
0
人

●
応
馨
格
高
楼
卒
業
（
6
3
年
3
月
見
込

を
含
む
）
ま
た
は
同
等
以
上
の

学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

●
頓
蔓
付
　
6
3
年
1
月
Ⅱ
日
～
2
月
ュ
日

●
試
験
日
　
6
3
年
2
月
9
日

●
奨
学
金
　
育
成
資
金
制
度
あ
り

●
学
生
寮
∴
∴
楼
内
に
1
0
0
人
収
容
の
寮
あ

り
（
男
子
の
み
）

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は



図書室ニュース

●一般図書

「無意識」の魔力　　　　　　安藤一男曹　三笠書房

わたしの娘はなれ　　　　　　豊原ミツ手書　汚毒社
アガサ・クリスティーの生涯（上・下）

ジャネット・モーガン著　早川書房

名刺の本　　　　　　　　情報創造研究所縞　暗躍社
水は深く掘れ　　　　　　　　草柳大蔵普　●成出版社
東京山の手の人々　　　　　藤島泰締着　サンケイ出版

文学が変るとき　　　　　　　後藤明生善　筑摩書房
「ときめき」と「ぬくもり」のある生きかた

立原えUか善　三笠書房
老熟時代　　　　　　　　　　　宮内博一著　海竜社
霧の会議（上・下）　　　　　　松本清張善　文芸春秋
肉を食べると早死にする　　　　森下敬一著　ペガサス
知恵は3歳までに決まる　　　　　阿部進善　明治図書
辞める勇気よりやり直す勇気がわく本

魚津欣司書　大和出版
スタニスラフ・ブーニン

言葉は心の栄養剤

地球大紀行1－5

今月がし1ろばん若い日

手あみスタイル大全集
百年目の同窓会
残のIiI暮色

世界の一流ホテル記行

新聞記者という仕事

樽崎史子善　音楽之友社

多湖没書　ごま書房
日本放送出版

重兼芳子普　鎌倉書房

日本ヴォーグ社
赤lii次部署　徳間書店
五木寛之著　文芸春秋

宮沢登希書　講談社

広瀬道貴著　ぺりかん社

●児童図書

だのしいかんきつやさしいじっけんgO科学教育研究協議会

富士山にのぼる　　　　　　　　　　菅原久夫　福音館

ダンクトンの森（上・中・下）

ウイリアム　ホーウツト　評論社

アンネの童話　　　　　アンネ・フランク看　文芸春秋
パパお月さまとって　　　　エリックカール若　僧成社

あくまの3本の金のかみの毛

ナニーホグロギアン　ほるぷ出版

こぎつねコンチ　　　　　　　中川季板子　のら書店

ご少年少女時代の読者は人生の灯台となる、

－ラッセル－
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秋
の
夜
長
、
イ
イ
本
読
ん
で
過
ご
す
の
も
一
興
だ
ね
。

鹿
児
島
県
川
内
市
盛
期
町
二
五
二
六

同
校
学
生
課
ま
で

＄
0
9
9
6
（
2
2
）
2
1
2
1

福
岡
県
農
業
大
学
校

●
募
集
人
員
茂
薬
自
営
科
　
7
0
人

塵
雑
醇
導
科
∴
∴
約
人

●
応
馨
格
　
高
校
卒
業
（
6
3
年
3
月
見
込

を
含
む
）
ま
た
は
同
等
以
上
の

学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

能
楽
自
営
科
は
、
賎
業
の
白

富
者
ま
た
は
将
来
自
営
を
め
ざ

す
人

＜一般入学＞

●
願
蹄
受
付
　
6
3
年
1
月
4
日
～
1
月
2
3
日

●
試
験
日
　
6
3
年
2
月
1
日
（
一
次
）

2
月
鳩
目
（
二
次
）

＜推蘭入学＞

●
頓
蔓
付
　
6
2
年
Ⅱ
月
2
日
～
Ⅱ
月
ュ
6
日

●
試
験
日
　
6
2
年
1
2
月
4
日

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

筑
紫
野
市
大
董
呆
七
六
七
番
地

同
校
ま
で

＄
0
9
2
（
9
2
5
）
2
4
0
3



（4）

ぼ
く
、
フ
ツ
く
ん
で
す
、
よ
ろ
し
く
ね
。

「
と
び
う
め
国
体
」
マ
ス
コ
ッ
ト
の
愛
称

募
集
に
は
、
全
国
か
ら
一
万
三
千
点
余
り
の

応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
「
フ
ッ
く
ん
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
愛
称
は
、
と
び
う

め
国
体
の
開
催
を
契
機
に
、
福
岡
県
が
二
十

一
帖
紀
に
向
け
て
躍
動
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
捕

い
て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
使
用
す
る
際

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
使
用
許
可
な
ど
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
国
体

郵
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

古
代
ロ
マ
ン
へ
の
い
ざ
な
い
。

放
生
歴
史
資
料
館
開
般
五
周
年
記
念

古
代
史
講
演
会

●
日
　
時
　
⊥
2
月
ュ
2
日
（
土
）

午
後
3
時
～
5
時

●
会
　
場
　
町
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー圏

●
演
∴
慰
　
「
古
代
遠
費
の
歴
史
」

入
場
無
料

（
講
師
紹
介
）

奥
野
正
男
氏
は
、
邪
馬
台
国
九
州
説
や
古

鏡
の
研
究
で
櫛
威
あ
る
賞
を
う
け
、
最
近
は

騎
馬
民
族
説
で
日
本
の
史
学
界
に
鋭
い
問
題

提
起
を
さ
れ
て
い
る
在
野
の
考
古
学
者
で

す
。
遠
賀
町
東
和
苑
に
居
住
、
『
遠
賀
町
慈

し
古
代
編
も
執
錘
、
町
文
化
財
尿
酸
委
員
長

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
業
苦
は
『
邪
馬
台
国

は
こ
こ
だ
」
　
『
騎
馬
民
族
の
来
た
謹
（
毎

日
新
聞
社
）
　
『
邪
馬
台
園
発
掘
」
　
（
P
H
P

研
）
な
ど
多
数
。

聞
合
せ
は
、
尾
崎
　
放
生
ま
で

逝
（
2
9
3
）
1
2
6
4

C
D
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト
。

第
2
回
C
D
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
き
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
好
き
な
方
、
み
な
さ

ん
で
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時
　
ュ
2
月
4
日
（
金
）

午
後
7
時
－
9
時

●
場
　
所
　
町
コ
ミ
ュ
三
ア
ィ
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
室

●
曲
　
目
　
○
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
を
聴
く

ュ
、
の
ば
ら
・
ほ
だ
い
樹
他

2
、
ド
イ
ツ
ミ
サ
曲
へ
長
調

○
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
3
番

ロ
短
調
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ

聞
合
せ
は
、
遠
賀
川
　
甲
山
誠
児
ま
で

範
（
2
9
3
）
1
1
4
8
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し
め
か
ぎ
り
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

町
社
会
鱒
協
議
会
と
教
書
萎
民
会
で
は

「
お
年
寄
り
と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
請
座
、

し
め
か
ざ
り
教
室
」
を
開
き
ま
す
。
当
日
は

紐
光
園
の
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
も
手
伝
い

に
来
て
く
れ
ま
す
。

さ
あ
、
来
年
の
正
月
は
、
手
つ
く
り
の
し

め
か
き
り
で
ス
タ
ー
ト
で
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
　
時
　
1
2
月
柳
田
（
日
）

午
後
1
時
～
4
時

●
場
　
所
　
町
第
一
武
道
場

●
対
　
象
　
お
年
寄
り
と
小
・
中
学
生

（
子
と
も
だ
け
で
の
参
加
も
で

きます。）

●
申
込
み
　
教
育
委
員
会
社
会
警
係
窓
口

も
し
く
は
感
話
で

班
（
2
9
3
）
1
2
3
4

予
定
数
の
0
0
個
分
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
ま
す
。

●
そ
の
他
　
ペ
ン
チ
、
ハ
サ
ミ
、
材
料
費
の

5
0
円
を
持
参
く
だ
さ
い
。

不
動
産
の
無
料
相
談
。

福
岡
県
で
は
、
土
地
な
ど
の
価
格
に
つ
い
　
●
時
　
間
午
後
1
時
～
4
時

て
、
専
門
家
で
あ
る
不
動
麗
鑑
定
士
に
よ
る
　
●
場
　
所
　
県
庁
一
階
県
民
相
談
室

無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
－
7
）
　
m

●
申
込
方
法
　
前
も
っ
て
館
請
で
予
約
し
て

●
相
談
内
容
　
土
地
の
売
買
、
賃
貸
借
、
担
　
　
　
　
く
だ
さ
い
。

保
、
相
続
、
交
換
そ
の
他

●
相
談
日
　
毎
月
第
1
、
第
3
金
咽
臼

長
谷
川
き
よ
し
コ
ン
サ
ー
ト
へ
ど
う
ぞ
。

障
害
を
持
っ
て
い
て
も
、
み
ん
な
と
一
緒

に
勉
強
し
、
み
ん
な
と
一
緒
に
生
活
し
た

今
の
社
会
は
、
こ
ん
な
当
然
の
こ
と
が
、

ま
だ
ま
だ
当
然
の
こ
と
と
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん。

「
陸
曹
も
個
性
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生

か
し
、
お
互
い
の
欠
け
て
い
る
部
分
を
補
い

合
い
な
が
ら
、
人
と
人
と
が
か
か
わ
っ
て
い
　
　
　
　
東
京
ワ
ル
ツ
、
黒
い
牡
牛

く
の
か
世
の
中
で
は
な
い
か
」
と
問
い
か
け
　
　
　
　
典
破
巾
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
は
か

な
か
ら
行
動
し
て
い
る
、
長
谷
川
き
よ
し
さ
　
●
日
　
時
　
1
2
月
6
日
（
日
）

ん
の
語
り
と
歌
を
中
心
に
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
午
後
2
時
－

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
場
　
所
　
芦
屋
同
町
民
会
飼
犬
ホ
ー
ル

ぜ
ひ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
●
主
　
催
　
芦
屋
町

精
神
薄
弱
者
通
園
授
産
施
設
「
み
ど
り

●
曲
　
目
　
別
れ
の
サ
ン
バ
、
黒
の
舟
歌

園
」
の
作
品
展
示
即
売
会
も
あ
り
ま
す
。



保険税は必ず納めましょう
報

保険税は国保の制度を支える柱であり、保険税を納めるのは被保険者の義務です。

期日通りに必ず納めましょう。災害など特別の事情がないのに保険税を納めない世帯には、

次のような措置がとられます。

0　保険柾を返してもらう　　　　㊧　代りに資格証明書を交付　　　㊤　保険柾の交付

保険証を返した出梅には、保険　　　満潮している保険税が完納され

証の代りに、「被保険者資格証明　　た場合またはその額が著しく減額

諦」をお痩LLますから、これに　　された場合や災害など特別の事情
よって診接をうけてくださいo　　　　が発生したと認められる場合は、

改めて保険証をお渡しします。

㊥　診療費はあとで払い戻し　　　㊦　給付のさしとめ

「被保険者資格証明春」で診藻　　　災番などで政令で定められた特

をうける場合は、診療録はいちお　　別の事情がないのに保険税を滞納
う自費で支払い、あとで国保から　　している上勝撃の世鮮主には、給付

支払った診療費の7割相当の払い　　の全都または、一郎を一時差しと
戻しをうけることになります○　　　　めることがあります。

災害など政令で定められた：特別

の車情がないのに、保険税の滞納

をつつけている性器の雌樺主から

は、保険証を返してもらいます。

ただし、その世樺の中に老人保健

で診霧寮をうけるおとしよりや原爆

襟軟悪者その他厚生省の定める医養謡

で診療をうける人がいる吻合は、

それらの人には別に保険証をお渡

ししますから、それによって診療

をうげでください。
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な
お
、
前
記
以
外
の
人
は
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診
票
を
各
医
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に

お
い
て
あ
り
ま
す
。


